
第３次久山町総合計画素案に対する 

パブリックコメント（意見募集）結果報告 

 

１．実施期間 ： 平成２４年１月２０日～２月３日 

２．意見募集方法 ： ○ 町公式ホームページへの掲載 

  ○ 町役場への設置（閲覧） 

３．意見提出件数 ： ６名（意見件数：２４件） 

４．意見の主な内容及びとりまとめ状況 

NO ページ及び項目 意見・提案の内容 意見等に対する対応について 

１ 基本計画 P.3  

健康福祉について 

○久山町生活習慣病予防健診 50 周年記念式典の講演

の中で「生活習慣病から認知症に対する予防法は運

動が一番効果的、さらに食事の質の改善が大事」と

お話されていました。そこで以下の内容の追加を提

案します。 

P.3 現況と課題内の文章 2 行目以降（以下、追加文に

下線） 

「～特に、成人・高齢者の生活習慣病や高齢化による

認知症に対する予防策として～」 

P.3 施策の展開方針「１．町民のヘルスアップ（健康

増進）活動の推進」内 4 行目以降 

「○生活習慣病・認知症の予防に効果的な食生活の改

善、運動指導、緑道等の活用による健康教育を推進

します。」 

○ご提案頂きました「認知症の予防」は、高齢者の介

護予防における重点課題と認識しております。この

点については、Ｐ.9「３．高齢者が活躍するまちを

つくる」の中で施策の展開方針として「高齢者の健

康づくり」を掲げ、認知症予防に向けた健康教育の

実施の中でご提案の内容を記載しております。 

○認知症予防に運動が効果的であるというご意見は

P.3 に記載されている「ヘルスＣ＆Ｃセンター等を

有効に活用し、年代に応じた健康増進プログラムの

充実」を実施していく上で参考にさせて頂きます。 

 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

2 基本計画 P.21  

国際交流について 

○施策の展開方針の「３ 国際交流の推進」に記載さ

れている内容は現況と課題にある「～さらに国際交

流機会を拡大していくことが求められます。」等の

内容と乖離があると思います。 

○計画素案では国際交流の推進とありますが久山中

学校の韓国白石中学校への修学旅行での交流だけ

では国際交流の拡大にならないと思います。町民一

人ひとりが国際理解を深めたような文化を理解す

るには、学校教育だけでなく、例えば、福岡県が取

り組んでいるアジア太平洋こども会議での海外の

小学生のホームステイなど異文化との交流のチャ

ンスはあると思います。子どもたちにも国際感覚を

自然に身につく希望の持てる基本計画であってほ

しいと思います。 

 

○これからの国際化に対応できる子ども達を育成す

ることは町の将来に向けた大事な取組みであると

理解します。 

○ご提案頂きました施策の展開方針「３ 国際交流の

推進」の内容の充実につきましては、ご意見をふま

え、教育振興基金を活用した、青少年の海外留学に

対する支援を行うなど、子ども達の国際交流の充実

に向けた施策内容を追加していきたいと考えます。 

３ 農業振興について ○久山町の農業特産づくり 

 町の未来像として趣味園芸・加工を活かした営農・

産業振興が大事である 

○町の農業を持続して発展させていくためには、付加

価値の高い農産特産品づくりは重要な施策である

と考えています。 

○基本構想 P.23 のまちづくりの基本戦略、基本計画

P.34 の施策の展開方針「特産品開発等による持続

できる農業づくり」の中に記載されています。 

 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

4 学校教育について ○世界の中の日本教育で、資質向上、リーダー育成の

ため、久山中学校、公立高校の中高一貫教育をすべ

き。人口減少社会で未来の元気な日本をつくる教育

環境は大切である。 

○学校教育の充実はまちづくりの重要なテーマであ

り、町としては町内の幼・小・中の連携した指導体

制による継続的効果的に子どもの成長を支える教

育を推進していきたいと考えています。この点につ

いては、基本計画 P.14 の施策の展開方針「学校教

育内容の充実」に掲げています。 

○公立高校との連携した中高一貫教育については、具

体的な取組みが進んでおりませんので計画に反映

はできませんが、上記に示しました幼・小・中の連

携した教育と含め、今後も連携を図っていきたいと

考えています。 

 

５ 地震・災害復旧につ

いて 

○平成 23 年 3 月の東日本大震災で被災地・被災者に

対して国民として気の毒であると思います。久山町

でも過去 3 月 20 日の震災で道路壁、田んぼの中の

断層、破壊、亀裂等、復旧すべき場所が修復されて

いません。早急な条例等による災害復旧を行い、農

業環境等、再生しなければならない。 

○東日本大震災以降、地域の災害に対する危機管理意

識は高まっており、本町においても防災対策の強化

や老朽化した公共施設の耐震化など災害に強いま

ちづくりを進めていきたいと考えています。この点

については、基本計画 P.30 の施策の展開方針「防

災・消防体制の充実」に掲げています。 

○町内における災害復旧すべき個所については、上記

に示しました災害に強いまちづくりを推進する事

業を通じて対策を進めていきたいと考えます。 

 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

６ 広域交通について ○新幹線基地拡大による鉄道駅構想が久山町の発展、

県民幸福度達成となる計画として考察される。 

○鉄道駅を持たない本町にとって公共交通の利便性

の向上は住民の暮らしを支える重要な課題であり、

町民ニーズに対応した公共交通体系の整備に取り

組んでいます。この点については基本計画 P.24 の

「２．道路・交通基盤の整備」に掲げています。 

○新たな鉄道駅構想については、現在の段階では計画

はありません。 

７ 健診について ○新聞記事で、「久山町研究」のデータを活用して、

10 年後の発症リスクをはじき出す計算式を構築・

実用化という内容が紹介されていました。久山町の

健診でも活用されれば 40 歳代の人達の受診率の向

上と健康に取組む意識改革が図れると思います。 

○町民の健診受診率の向上は重要であり、基本計画の

中で目標指標に掲げ取組むこととしています。頂き

ましたご意見については具体的な取組みになります

ので、今後の健診活動の中で活用させて頂きます。 

８ 将来人口について ○基本構想 16 ページの将来人口推計では 10 年後の

平成 32 年の人口はり、25 年後には約 10,000 人

となると推計されている。しかし、将来人口フレー

ムでは 13,500 人に設定し、当面は 10,000 人を

目標として施策を推進するとなっている。これは日

本全体の人口減少社会の推移からみて大変厳しい

数字であるが、これに対する人口増に対する計画素

案（施策の展開方針）を示すべきではないか。例え

ば、人口増対策のための企業誘致、雇用創出対策な

と。 

○将来人口フレームは今後、久山町の行財政運営を持

続させていくために必要な人口数であり、また、今

後の都市計画を進めていく上で必要な目標設定と

して数値として設定してあります。 

○今後、この将来人口の増加に向けて取組むべき施策

については、優先的に取組むべき「重点プロジェク

ト」として基本構想 P.24 に施策の内容を示してあ

ります。ご提案にありました企業誘致、雇用対策は

重点プロジェクトには掲げておりませんが、定住促

進を図る上で大事なテーマであり、産業振興の中で

計画的に取り組んでいきたいと考えています。 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

９ 基本計画 

P.１７～１８  

スポーツ振興につ

いて 

○今後、整備される総合運動公園（上久原）の活用を

含め、現在の町主催３スポーツ大会を見直し、数年

に 1 回幅広い年齢層が参加できる町民運動会の開

催にしてはどうか。 

○基本計画では、幅広い年齢層が参加できる大会・イ

ベントを実施していくこととしており、今後の取組

みを検討していく中で、頂きましたご意見を参考に

させて頂きたいと思います。 

 

１０ 基本計画 

P.27  

定住促進（婚活）に

ついて 

○施策の展開方針「１．住宅供給と定住促進に向けた

環境整備」の中に「婚活の推進」として、「未婚男

女の交流企画を県とタイアップして継続推進しま

す。」と追加する。 

○婚活事業については、定住促進対策として、現在取

組みが進んでいる事業であります。具体的な取組み

になりますので新たなに施策項目として掲げるこ

とはできませんが、「１．住宅供給と定住促進に向

けた環境整備」の（２）定住促進の取組みの一つと

して計画に反映したいと思います。 

 

１１ 基本計画 

P.33  

農業について 

○農林業に悪影響を及ぼす有害鳥獣駆除のため、狩猟

免許取得者の育成を図りますという内容を追加す

る。 

○有害鳥獣の駆除等の対策については計画に記載し

ております。頂きましたご意見は具体的な取組みに

なりますので今後の取組みを検討していく中で、参

考にさせて頂きたいと思います。 

 

１２ 基本計画 

P.3６  

農業について 

○施策の展開方針「１．森林保全型林業の振興」の中

に「人工林の自然林の回帰事業」として、「現在の

木材価格の低迷、林業労務者の高齢化・後継者不足、

有害鳥獣対策として、一部人工林を自然燐（雑木等）

への回帰事業を推進します。」と追加。 

○森林の保全・再生に関しては、国・県事業を活用し

ながら進めております。頂きましたご意見は具体的

な取組みになりますので今後の取組みを検討して

いく中で、参考にさせて頂きたいと思います。 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

１３ 基本計画 

P.3８  

観光について 

○施策の展開方針「１．観光交流の環境整備」の中に

ある「～核となる交流拠点を整備します。」の次に

「特に、参道整備を推進します。」を追加する」。 

○本計画では猪野地区周辺を観光交流ゾーンに位置

づけ、地域資源を活かした交流活動を町民とともに

進めることとしております。基本計画Ｐ.38「観光

振興による交流拡大」では、この方針に基づいた観

光交流事業の推進方向について記載しています。具

体的な事業展開については、この方針に基づき、実

施計画の中で計画してきたいと考えています。 

１４ 基本構想全般につ

いて 

○第 1 次は健康田園都市、第 2 次は心身ともに健康

で豊かな田園文化都市づくりを理念としていたが、

今回の第 3 次もそれらの理念を引き継ぎ、安心・安

全な「健康が薫る郷」をキーワードによくまとまっ

ていると思料します。 

○健康なまちづくりは、長年、引き継がれてきた本町

の普遍的な理念であり、今後も継続して取り組んで

いきたいと考えています。 

１５ 基本計画全般につ

いて 

○実施計画については各分野別計画を反映させなが

ら、事業の必要性や緊急性、費用対効果 5 カ年の見

通しについて財政フレーム等を考慮しながら策定

されると思料しますが、以下のことが計画に検討で

きないかお願いしたいと思います。 

 １）歴史資料館建設：首羅山遺跡の調査も進んでお

り歴史文化情報発信・交流の拠点として 

 ２）専門技術職員（土木等）：町民のニーズに対応

できるよう 

○今回の計画については、実効性の高い計画づくりを

めざし、新たに目標指標を設定するなど、これまで

の総合計画にない取組みを進めてきました。実施計

画の策定においてもこの考え方に基づき、計画策定

にあたっていきたいと考えます。 

○歴史資料館の建設については、首羅山遺跡の調査の

結果にあわせ検討していく予定となっています。 

○専門技術職員の増員の検討は進められていない状

況ですが、各職員の専門性を高めていくため、研修

機会等の充実を図っていきたいと考えています。 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

１６ 基本計画 

P.3４  

評価指標について 

○営農者数を増やす目標指標は、日本全体で見ても農

業従事者は減少の一途をたどっており、母数を増や

すのは難しい。農業従事者 1 人あたりの生産性の向

上や所得の向上を目標に掲げればよいのではない

か。または、母数は少ないので、キラリと輝く事業

者（成功事例）を増やす視点やそれに向けた取組み

も重要ではないか。 

○農業振興における目標指標については、ご指摘頂いた

農業従事者の生産性向上を設定することも重要です

が、目標値として適正な数字を設定することが難しい

と考えています。本計画では、農業振興の中核である

認定農業者、営農組織の育成を重点においており、こ

の点についてはご意見にありましたキラリと輝く事

業者の育成と同意見であると考えています。 

１７ 基本計画 

P.3４  

ブランド育成につ

いて 

○特産品を生み出すための仕組みづくりには、計画内

でさほど言及がなかったように見受けられた。例え

ば、農業者と商工業者、更には若者、学生等のコラ

ボレーションにより、新たな産品開発を実施してい

くような計画を記載してはどうか。 

○8,000 人規模の町であるので、外からの知恵を借り

るという発想も重要ではないか。体験農園には福岡

市東区等町外からも多くの参加があるようなので、

体験農園と特産品開発を結びつけ、外部の知恵を借

りた特産品開発を行ってはどうか。 

○特産品開発については、基本計画 P.3４「２．特産

品開発等による持続できる農業づくり」の中で農業

と商工業の連携による開発について記載していま

す。若者や学生又は域外と連携した商品開発も大事

な視点であると思いますので、今後の取組みを検討

していく中で、参考にさせて頂きたいと思います。 

１８ IT の活用について ○IT を活用したまちづくり情報の発信についても検

討が必要ではないか。例えばフェイスブックを通じ

た町情報の発信等 

○詳細な取組みについては実施計画の中で検討して

いきたいと考えます。ご意見に関連する点として

は、現在、町のホームページのリニューアルを進め

ており、この中で、フェイスブック等への連携につ

いても検討を行っております。 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

１９ 具体的な動きにつ

なげるための工夫

について 

○計画の実現を担う「場」の設定について、まちづく

り団体等の言及はあるが、具体的にどのような動き

を活性化していくかが不十分であるように見受け

られます。商工会や行政が音頭を取った「場」の提

供の促進、具体的には各産業のキーパーソン的な人

や一般町民等を巻き込んでのディスカッションの

場の設定等をぜひ折り込んで頂きたい。 

○計画推進に向けては町民と行政の連携だけでなく、

町に関わる町外の幅広い人材との連携を進めてい

くことが重要であると考えています。この点につい

いては基本計画 P.43「４．幅広い人材の交流・連

携によるまちづくり」に掲げています。ご意見頂き

ました意見交換の場についても、本施策の取組みと

して、各産業のキーパーソン等との懇話会等の実施

を予定しています。 

２０ 基本計画 

P.10  

障害者福祉につい

て 

○障害者の自立支援の記述で、「障害者が地域社会と

の交流を広げる場づくりを進める」とあるが具体的

にどのようなことを想定しているのか。 

○主要事業にある「障害者の自立支援」「地域生活支

援事業」とはどのようなものか。 

 

 

○現在、障害者のイベントへの参加や公園等への外出

に対する支援事業の取組みを行ったところであり、

来年度から更なる強化を計画している。その事業経

過を踏まえ、発達障害者も含めた同支援を行い、居

場所づくりの拡大に繋げることを想定している。 

○障害者の自立支援事業については、介護給付や訓練

等給付、自立支援医療、補装具への給付が事業内容

となっています 

 地域生活支援事業については、日常生活用具の給付 

や移動支援等が主な事業内容となっています。 

２１ 園芸療法について ○園芸セラピー、園芸療法が注目されている。障害者

や高齢者を対象として今後、久山町の福祉事業の中

で農業と連携した新たな取組みとして検討、研究す

ることを提案したい。 

○ご提案の取組みについては、町ではまだ研究されて

はいませんが、健康なまちづくりを進める中で検討

すべき内容であると考えます。今後の取組みを検討

していく中で、参考にさせて頂きたいと思います。 



NO ページ及び項目 意  見 とりまとめ状況 

２２ 基本計画 

P.1７  

スポーツについて 

○健康都市久山として高齢者が気軽にできる新しい

軽スポーツ種目を取り入れることを提案したい。 

○基本計画 P.１７「２．スポーツ活動の充実」の中で

高齢者が気軽にできる新しい軽スポーツとして、

「ニュースポーツ等の導入」を記載しています。 

２３ 森林事業について ○森林事業での追加項目として山菜等の栽培の調査

研究を提案したい。 

○ご提案の内容については詳細な事業になりますの

で、今後の取組みを検討していく中で、参考にさせ

て頂きたいと思います。 

２４ 農業振興について ○認定農業者が町には 10 人おり、認定農業者の会が

ある。今後は、認定農業者の会が活発に活動するこ

とにより新たな農業後継者の相談役になったり久

山町農業のけん引役に大きく貢献しなければなら

ないと考えます。基本計画の中で方向性を打ち出

し、活動の充実を図られることを提案する。 

○認定農業者は町の農業をけん引する重要な人材で

あり、ご指摘の内容通りであると考えています。基

本計画 P.３４「１．農業の恵みを守り、高める」の

中では、認定農業者の育成を重視し、目標指標とし

て設定しています。認定農業者の会の活動について

は具体的な取組みになりますので記載はできませ

んが、「１．農業の恵みを守り、高める」内の「１ 

農業基盤・農業経営の安定」の中で認定農業者の育

成強化について計画に反映したいと思います。 

 

 


